
地域再生計画評価調書（地方創生推進交付金事業効果検証調書）

重要業績評価指標（KPI）の達成状況
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評価年度において実施した事業

達成度についての分析2018年
（平成30年）

地域再生計画の名称 稼ぐ力を創出するスポーツと文化による地域活性化事業 地域再生事業の名称 稼ぐ力を創出するスポーツと文化による地域活性化事業 平成30年度評価

2019年
（令和元年）

2020年
（令和2年）

最終年目標数値
2020年

-400
（2,447）

-400
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評価指標 基準年数値
目標数値、実績値及び目標数値に対する達成度

-1,200
（2,047）

目標１ 社会減の縮小数 3,247 人

-400
（2,847）

目標１の社会減の縮小数については、目標に対して
達成度が△204％と、転出超過は悪化している。県
外から進学してきた若者が地元に帰る、また県内大
学等を卒業した者が県外へ就職する一方、進学等で
県外に転出した若者は卒業後も戻って来ていないこと
等が理由として推測される。

目標２の県外からの移住者数については、目標に対し
て達成度が282.5％となり、すでに２０１９年目標数値
を大きく超える結果となった。県や市町による移住に
関する取組が形になり始めたためと考えられる。

目標３の観光入込客数については、目標に対して達
成度が△415.2％となり、基準年となる平成27年度よ
りも下回る結果となった。「平成30年７月豪雨災害」
等による被害の影響が主な原因であると考えられる。

目標４の観光消費額についても目標3と同様の理由
で、目標に対して32.8％という達成度となった。
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目標３ 観光入込客数 26,999 千人
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目標２ 県外からの移住者数 1,085 人
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-138.3％

+24.4
（1,198）

+73.2
（1,198）

-1,607
（25,392）

-1,607
（25,392）

+24.4
（1,149）

+24.4
（1,174）

-415.2％

10.9％

事業名 スポーツによる稼ぐ力と地域の魅力創出事業
総合戦略における

位置づけ

基本目標：３．だれもが訪れたいと感じる魅力あふれるふるさとを創る

目標4 観光消費額 1,125 億円

32.8％

+8
（1,133）

+8
（1,133）

事業費 500千円　具体的施策：（イ）スポーツのまちづくり

　　取組：③スポーツツーリズムの推進

事業概要

　愛媛県では、えひめ国体・えひめ大会の成功を弾みとした「スポーツ立県えひめ」の実現に向け、裾野拡大や競技力の向上に取り組み、青少年に夢や希望を与え、その健全育成に寄与するとともに、地域のにぎわいを創出し、人々の交流を促進するな
ど、野球王国・愛媛の発展や地域活性化を図るため、全国初の「野球」をテーマとしたスポーツ・文化両面にわたるイベント等を行う「愛・野球博」を、平成30年度から平成32年度まで開催している。
　今治市は、スポーツ大会・合宿の誘致活動やスポーツ団体と連携した商店街などにおけるスポーツイベントの開催を促進するため、愛・野球博実行委員会（事務局；愛媛県）への負担金を拠出した。
　同実行委員会は、「平成30年度　愛・野球博野球イベント開催支援事業」により、県内の住民グループ、NPO、企業及び民間団体等による継続的かつ自主的な野球・ソフトボール等を活用したイベントの開催を促進し、「野球王国・愛媛」の認知度の向
上、「野球の聖地」としての地位の確立、野球人口の拡大、競技力の向上等を図るため、野球等を活用したイベントを開催する住民グループ等に対し、補助金を交付しており、プロ野球愛媛県人会がこの補助事業を活用することで、今治市においては下記
の事業が実施された。

【第5回西日本豪雨災害復興チャリティーえひめ愛・野球博プロ野球愛媛県人会野球教室】
と　き　H30.12.28（金）　午前10時～午後２時　午前：守備練習　午後：打撃練習　　ところ 今治市営球場
講師　東北楽天ゴールデンイーグルス投手　福井優也（済美高校卒）、埼玉西武ライオンズ外野手　熊代聖人（今治西高校卒）、東京ヤクルトスワローズスカウト　阿部健太（松山商業高校卒）
参加者　愛媛県内の軟式・硬式野球部及びソフトボールチームに所属している小・中学生　130人
主催　プロ野球愛媛県人会
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（意見）
・今治市における野球教室について、想定された定員を満たしていなかったようだが、広報に力を入れることでより裾野が広がるだろう。
・今治市の総合戦略にある取組についても勘案することで、今治独自のスポーツと文化による地域活性化が図れると感じた。

事業効果

県及び市町、経済団体、スポーツ団体などで組織する「愛・野球博実行委員会」のもと、文化・スポーツの両面から野球をテーマとした各種イベントや合宿の誘致、アマチュア団体と連携した野球大会、プロスポーツとタイアップした野球ファンづくりや野球
夢集めなどに取り組み、競技人口の維持拡大はもとより、交流人口の拡大に寄与した。

外部有識者からの意見
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